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人口面積( 59. 4. 1)
世 帯　216, 679
人 口　627, 150
男　　317, 619
女　　309, 531

面積　53. 25km2
人口密度　11, 777人/ km2

5月5 日はこどもの日
明 る く 育 て … 足 立 の こ ど も

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て

非
行
の
防
止
に
努
め
よ
う

五
月
五
日
は
「
こ
ど
も
の
日
」
で
す
。
も
う
す
ぐ
初
夏
と
い
う
の
に
、
こ
ど
も
を
と
り
ま
く
環
境
は
心
寒
い
状
態
の
ま
ま
だ
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
家
庭
内
暴
力
や
校
内
暴
力
、
果
て
は
一
般
の
人
に
ま
で
暴
力
を
振
る
う
と
い
っ
た
中
学
生
の
暴
力

行
為
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
ど
も
を
こ
う
し
た
暴
力
行
為
に
走
ら
せ
な
い
た
め
に
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

社
会
が
一
体
と
な
っ
て
健
全
育
成
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
地
域
社
会
の
連
帯
慝
や
、
教
育
力
を
掘
り
お
こ
す
、
い
く
つ
か

の
ぼ
内
の
活
動
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。

学
校
か
ら

□
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

学
校
教
育
の
中
に
は
、
子
ど
も

の
地
域
活
動
へ
の
参
加
意
欲
を
わ

き
立
た
せ
た
り
、
子
ど
も
を
地
域

社
会
に
ス
ム
ー
ズ
に
溶
け
込
ま
せ

る
。促
進
剤
"
と
も
な
る
活
動
が

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

足
立
区
で
は
、
ゆ
と
り
あ
る
教

育
の
た
め
に
「
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
」
と
い
う
取
り
く
み
を
行
つ

て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
地
域

と
の
連
帯
を
深
め
る
活
動
を
持
っ

た
学
校
が
あ
り
ま
す
。

□
地
域
文
化
の
継
承

ビ
デ
オ
広
報
ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ

ち
の
第
三
作
を
ご
覧
に
な
り
ま
し

た
か
。
島
根
ぱ
や
し
を
、
保
存
会

の
方
々
と
小
学
生
が
練
習
し
て
い

ま
す
。
そ
の
文
化
を
継
承
す
る
力

強
い
姿
に
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

島
根
小
学
校
で
は
、
ク
ラ
ブ
活

動
の
一
つ
と
し
て
島
根
ぱ
や
し
に

と
り
く
ん
で
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
綾
瀬
小
学
校
で
も
綾
瀬

地
区
に
伝
わ
る
一
つ
の
流
派
を
。

「
崚
瀬
小
ば
や
し
」
と
呼
ん
で
練

習
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。

□
自
転
車
は
左
足
か
ら
停
車

「
右
足
か
ら
で
は
危
険
で
す
。
な

ぜ
な
の
か
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
」

と
暼
か
れ
て
い
る
の
は
、
千
寿
小

学
校
の
小
冊
子
「
自
転
車
の
安
全

な
の
り
方
」
(
写
真
右
下
)
で
す
。

同
校
は
、
密
集
市
街
地
で
交
通

厰
の
多
い
地
域
性
に
あ
わ
せ
、
自

転
車
は
免
許
制
度
に
し
て
、
実
力

に
に
じ
て
乗
っ
て
よ
い
場
所
を
限

定
し
、
事
故
追
放
に
役
立
て
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
各
学
校
で

の
地
域
に
つ
な
が
る
活
動
は
数
多

く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
か
ら

□
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

地
域
の
P
T
A
の
お
ほ
さ
ん
力

を
巾
心
に
パ
ト
ロ
ー
ル
や
一
声
迎

動
は
非
行
防
正
活
動
と
し
て
地
遼

な
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
足
立
区
児
童
生

徒
健
全
生
活
指
導
委
員
会
(
健
生
)

の
中
学
校
区
ご
と
の
活
動
と
し
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
子

等
を
我
が
子
と
同
様
に
見
守
る
目

が
非
行
や
問
題
行
動
の
早
期
発

見
、
予
防
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

活
動
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
は
。[

少
人
数
の
母
観
だ
け
の
パ
ト
ロ

ー
ル
で
、
不
安
た
っ
た
」
と
い
う

声
と
、「
地
域
と
P
T
A

が
合
同
で

パ
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
良
か
っ
た
」

と
い
う
声
が
多
く
、
地
域
と
一
体

と
な
っ
て

、
全
区
的
に
充
実
し
推

進
す
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す

。

□
東
島
根
中
生
徒
健
全
育
成
会

東
島
眼
中
の
学
区
域
で
は
、
自

治
会
を
中
心
と
し
て
、
東
島
根
中

生
徒
の
健
全
な
成
長
を
促
進
す
る

た
め

「
柬
島
根
中
生
徒
健
全
育
成

会

」
を
結
成
し
て
地
域
ぐ
る
み
の

非
行
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
が
東
島
根
中
の
朝
礼

に
出
席
し
て
、
直
接
生
徒
に
地
域

の
行
事
・
活
動
へ
の
参
加
を
呼
び

か
け
た
り
、
日
常
の
あ
い
さ
つ
を

す
る
よ
う
に
す
る
等
、
学
校
と
の

密
接
な
啗
力
関
係
を
も
と
に
、
非

行
化
防
虍
に
努
め
て
い
ま
す
。

同
会
会
艮
の
鴨
下
平
野
町
公
長

は

、・
。校
区
内
に
町
会
が
多
ぺ

そ

れ
を
ま
と
め
る
な
か
で
結
成
さ
れ

た

」
と
結
成
の
き
っ
か
け
を
訥
っ

て
く
れ
ま
し
た

。

自転車の安全なのり方

社
会
か
ら

□
あ
る
街
か
ど

「
あ
る
街
か
ど
」と
い
う
小
冊
子

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。(
写
真
左
)

区
で
は
青
少
年
団
体
の
育
成
と

活
動
の
推
進
に
力
を
い
れ
て
い
ま

す

。
団
体
活
動
を
通
じ
て
連
帯
・

創
造
・
規
律
・
協
調
等
を
学
び
、

そ
れ
が
市
民
形
成
の
基
礎
と
な
る

と
考
え
る
か
ら
で
す

。

「
あ
る
街
か
ど
」
は
区
内
の
社

会
教
育
施
設
と
、
そ
こ
を
利
用
す

る
自
主
的
な
若
者
の
サ
ー
ク
ル
を

紹
介
し
て
い
ま
す

。
ぜ
ひ
一
度
ご

覧
く
だ
さ
い

。
そ
し
て

、
グ
ル
ー

プ
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
同

誌
は
青
年
館
、
社
会
教
育
館
、
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
'

、
青
少
年

対
策
担
当
に
あ
り
ま
す
。

□
ク
リ
ー
ン
作
戦

地
域
の
清
掃
活
動
に
よ
り
、
地

域
と
学
校
、
子
ど
も
の
連
携
・
交

流
を
深
め
て
、
子
ど
も
の
健
全
育

成
を
図
る
た
め
、
区
で
は
七
月
か

ら
「
観
と
子
の
町
ぐ
る
み
ク
リ
ー

ン
作
戦
」を
展
開
す
る
予
定
で
す
。

あ
な
た
の
地
域
に
な
り
ま
し
た

ら

、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

□
よ
い
社
会
環
境
を
つ
く
ろ
う

自
分
や
自
分
の
子
ど
も
の
幸
福

だ
け
を
考
え
て
い
る
の
で
は
、
子

ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
決
し
て
よ

い
結
果
は
生
れ
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か

。

私
た
ち
は
地
域
ぐ
る
み
で
、
よ

い
社
会
環
境
を
つ
く
る
努
力
を

し
ま
し
ょ
う

。

募
集
中
で
す

足
立
区
奨
学
生

(
昭
和
六
十
年
度
)

来
年
四
月
か
ら
高
校
、
大

学
に
進
学
を
予
定
し
、
育
英

資
金
を
希
望
す
る
方
(
在
学

生
を
含
む
)
は
、
現
在
受
け

付
け
中
で
す
の
で
お
り
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限
　
五
月
二
十
。五口

申
込
・
問
合
せ
先
　
学
務
第

二
課
振
興
係

あ
な
た
の
声
を

区
長
移
動
応
接
室

区

政

に

「
調
和
の
と
れ
た
心
豊
か
な

住
み
よ
い
足
立
」
を
実
現
す
る

た
め
に
、区
で
は
唇
本
計
画
、実

施
計
画
を
策
定
し
、
い
ろ
い
ろ

な
施
策
を
進
め
て
い
ま
す

。

区
の
施
策
は
。
当
然
区
民
の

立
場
に
立
っ
た
、
よ
り
多
く
の

皆
さ
ん
の
意
見
、
要
望
を
的
確

に
反
映
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、
す
べ
て
の
区

民
が
積
極
的
に
区
政
に
参
加
で

き
る
開
か
れ
た
行
政
を
進
め
て

い
く
よ
う
に
蜀
め
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
「
区
長
移
動
応
接

室

」「。匣
論
調
だ
≒
区
政
モ
ニ
タ

ー
制
度
」
等
を
通
じ
て
、
告
さ

ん
の
磨
向
の
把
握
と
、
区
政
へ

の
反
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、「
区
長
移
動
応
接

室
」
は
、
区
長
が
直
接
皆
さ
ん

が
住
ん
で
い
る
ま
ち
へ
出
向
き
、

皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
話
し
合
う
　

。
対
話
集
会
"
で
す
。

本
年
も
、
こ
の
「
区
長
移
動
応

接
室
」
を

灰

民
と
区
政
」
と
噸

し
て
、
区
内
七
会
場
で
、
幅
広
く

区
政
一
股
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の

ご
意
・皃
を
お
伺
い
し
ま
す
。
日
頃

皆
さ
ん
が
感
じ
て
い
る
事
を
お
気

軽
に
お
謡
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
時
間
は
、
皆
さ
ん
の
お

出
か
け
に
な
り
や
す
い
よ
う
に
&

会
場
と
も
、
午
後
七
時
か
ら
九
時

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
程
・
会
場

▽
五
月
卜
四
口
(

月
)
…
・
剛
住
X

セ
ン
タ
ー
(
剛
一
-
四
匕
廴
二

圦
)

▽
五
月
t
E

日
(

火
▽
・・
征
北
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

淀

北

ニ

ーハ

上
一
)

▽
瓦
月
卜
七
旧
禾
▽
:
第
十
出

張
所
(
梅
剛
五
-
一
行
-
J
こ

T
屁
月
卜
八
日
(
金
)
:
-
朿
削
紅

会
教
介
館
(

東
和
三
一

二

厂

九
)

▽
五
月
二
七

百
(

さ

・・
占
年

館
(
西
新
井
一
-
四
一
二
七
)

▽
E
月
二
士
一
百
(
水
▽
:
花
畑

セ
ン
タ
ー
(
花
畑
四
一
一
六
-
・
・
　

匸
二
)

▽
六
月
七
日
(
木
▽
・
・
舎
人
セ
ン

タ
ー
(
舎
人
-
-
-
三
-
一
七
)

問
合
せ
先
　

広
報
課

お
寄
せ
く
だ
さ
い

広
聴
は
が
き

皆
さ
ん
の
声
を
よ
り
区
政
に
反

映
す
る
よ
う
に
新
し
く
広
聴
は
が

き
を
作
成
し
ま
し
た
。日
頃
思
っ

て
い
る
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と

な
ど
、広
聴
は
が
き
に
再
い
て
、

あ
な
た
の
建
設
的
な
意
q
・
要
望

を
お
呑
せ
く
だ
さ
い
。

広
聴
は
が
き
は
、
次
の
鵆
設
に

あ
り
ま
す
。

▽
本
庁
舎
案
内
窓
凵

『
X
役
所

蜀

。庁
淤

▽
出
張
所

▽
保
健

所
・
保
健
柵
談
所

▽
社
会
教
育

館

▽
総
劭
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

▽
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

∵
4
年

配

▽
区
内
削
用
忿
圃

問
合
せ
先
　
広
報
課

葦立ち
遅
い
舂
の
訪
れ
の
あ
と
、
す

が
す
が
し
い
青
葉
若
葉
が
い
っ

そ
う
目
に
し
み
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。

今
年
は
区
制
五
十
周
年
を
記

念
し
て
計
画
さ
れ
た
事
業
が
い

く
つ
か
完
成
し
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
先
頃
行
わ
れ
た

元
溯
江
公
園
に
お
け
る
区
民
憲

章
記
念
像
と
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

の
除
幕
式
で
す
。

桜
の
花
が
咲
く
日
曜
日
の
公

園
で
、
多
く
の
区
民
の
方
々
に

参
加
い
た
だ
氛

お
隘
さ
ま
で

盛
大
な
式
典
が
で
瘴汞
し
た
。

こ
の
記
念
像
が
公
園
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
区
民
の
皆
さ
ん

に
末
長
く
親
し
ま
れ
る
こ
と
を

顧
つ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
記
念
像
の
台
座
の

中
に
入
っ
て
い
る
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
が
、
五
十
年
後
の
素
晴
ら

し
い
足
立
の
発
展
の
中
で
開
封

さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
日
は
三
年
が
か
り

で
完
成
し
た
見
沼
代
親
水
公
園

の
開
園
で
す
。
か
つ
て
の
用
水

路
も
、
雑
草
が
生
い
茂
り
、ヵ

の
発
生
源
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
水
の
流
れ
も
き
れ
い
な
公

園
に
生
れ
変
り
ま
し
た
。

こ
の
公
園
の
内
容
は
、
四
月

二
十
日
号
の
広
報
紙
に
掲
載
し

て
あ
り
ま
す
が
、
都
会
生
活
の

憩
の
場
と
し
て
、
散
策
や
水
遊

び
に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

る
し
ょ
う
　

た
だ
し

区
長
　
古
性

直

新
し
い
地
図
が
で
き
ま
し
た

カ
ラ
ー
マ
ッ
プ
'
8
4
あ
だ
ち

廼
路
に
学
校
、
保
育
・
幼

稚
園
(
私
立
を
含
む
)
、公
園
。

出
張
所
等
の
公
共
施
設
を
網

羅
し
た
カ
ラ
ー
版
足
立
区
全

図
を
作
製
し
ま
し
た
。

目
で
眤
る
通
路
・
施
設
情

報
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
蓄
積

し
た
資
料
を
も
と
に
、
広
く

区
民
の
方
々
に
利
用
さ
れ
る

よ
う
創
意
工
夫
し
ま
し
た
の

で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
そ
の
他
の
地
図
も

。下
記
の
と
お
り
頒
布
し
て
い

ま
す
。

▽
カ
ラ
ー
マ

ッ
プ
あ
だ
ち

回
不

二

ご
(
絽
・尺
一
万
分

の
匸
・
:
千
円
▽
白
図
(
五
千

分
の
一
一

二
万
五
千
分
の

一
、七
種
類
▽

九
十
円
上
白

五
十
円
▽
公
共
交
通
機
関
網

図
二

万
五
千
分
の

匸
・・・
三

百
五
十
円
▽
公
園
・
児
童
遊

閲
位
置
図
(

リ
五
千
分
の

こ
・
:
三
百
円
▽
水
路
図
二

万
二
千
分
の

こ

・
:
二
百
円

頒
布
場
所
　

道
路
台
帳
係
(

に
役
所
本
庁
童

二
階
奥
)

問
合
せ
先
　

道
路
台
帳
係

ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
貸
し
出
し

ビ
デ
オ
広
報
「
ル
ッ
ク
イ

ン
あ
だ
ち
に
第
四
作
が
完
吸

し
、
現
配
区
内
卜
こ
力
所
で

放
映
中
で
す
広
報
課
で
は
、

啄
庭
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
テ
ー
プ
の
訝
し
出

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
種
類
　
▽
ビ

デ
オ
広
報
「ル
ッ
ク
イ
ン

あ
だ
ち
し
k
l
～
恥
4
V

屁
卜
周
年
区
民
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
▽
広
報
映
團
旧

日
光
劭
心
を
た
す
ね
て
」

申
込
方
法
　
電
謡
f
約
へ先

石
順
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
広
報
藤
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該当の方は手続きをお早めに
児童手当・特例給付・
児童育成手当

こ
れ
ら
の
手
当
は
。
区
内
に
住

所
が
あ
り
、
次
の
要
件
に
骸
当
し

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
も
の

で
、
申
請
し
た
翌
月
か
ら
支
払
開

始
と
な
り
李
歹
。

該
当
す
る
方
は
。
あ
な
た
自
身

で
甲
脾
の
手
続
膏を
し
て
く
だ
さ

い
。
手
続
き
を
し
な
い
限
り
、
こ

の
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

昭
和
五
十
八
年
度
中
に
所
得
超

過
な
ど
で
手
当
が
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
方
も
、
新
し
い
所
得
制
限
内

に
該
当
す
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
手
纃
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当

(
国
制
度
)

十
八
蔵
未
満
の
児
童
を
三
人
以

上
扶
養
し
、
そ
の
三
人
目
以
降
の

児
童
の
う
ち
、
義
務
教
育
終
了
前

の
児
童
に
支
給
し
ま
す
。

特
例
給
付

(
国
制
度
)

児
竃
手
当
と
同
条
件
で
す
が
、

″
'生
年
金
等
(
厚
生
年
金
、
私
立

学
校
共
済
、
団
体
職
員
共
済
等
)

に
加
入
し
、
所
得
制
限
で
児
篳
手

当
を
受
給
で
膏
な

い
方
の
う
ち
、

特
例
給
付
の
所
得
限
度
内
の
方
に

支
給
し
ま
す
。

申
請
に
は
年
金
加
入
証
明
書
、

ま
た
は
年
金
証
書
の
写
に
と

健
康

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
育
成
手
当

(
区
制
度
)

次
の
手
当
種
別
に
該
当
の
方
に

支
給
し
ま
す
。

□
育
成
手
当

義
務
教
育
終
了
前
の
次
の
い
ず

れ
か
の
状
態
に
あ
る
児
竃
。

▽
父
ま
た
は
母
が
死
亡

▽
父
ま

た
は
母
が
生
死
不
明

▽
父
ま
た

は
毋
に
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る

▽
毋
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で

懐
胎
し
た
(
父
か
ら
認
知
さ
れ
た

児
童
を
除
く
)

▽
父
母
が
離
婚

▽
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
一

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

▽
父

ま
た
は
母
が
璽
度
の
障
害
(
身
体

陣
魯
者
手
帳
丁

二
級
程
度
)

□
障
害
手
当

二
十
歳
禾
員
で
心
身
に
障
害
が

あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
児
竜
。

▽
精
神
薄
弱
で
[
愛
の
手
帳
」
一

～
三
度

▽
身
体
障
害
で
『
身

体
障
害
者
手
帳
』
一
級
・
二
級

▽
脳
性
マ
ヒ
ま
た
は
進
行
性
莇
萎

縮
症

所
得
制
限
額
・
手
当
額
　
右
表
の

と
お
り
(
制
限
額
は
変
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
)

※
現
在
す
で
に
、
手
当
を
受
け
て

い
る
方
は
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ぺ

申
請
・
問
合
せ
先
　
児
童
手
当
係

ご
参
加
く
だ
さ
い

人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
　
六
月
九
日
(
土
)
午
後
一

時～
四
時

場
所
　
サ
ン
ケ
イ
ホ
ー
ル
(
地
下

映
大
手
町
下
車
)

内
容
　
マ
ス
コ
ミ
と
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
講
師
　
清
水
英
夫
氏
(
青
山
学
院

大
学
教
笆

ほ
か

司
会
　
加
藤
一
郎
氏
(
東
京
大
学

名
誉
教
授
)

申
込
方
法
　
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
豐
明
記
し
て

申
し
込
み
の
こ
と
(
先
着
順
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
全
国
人
檣
擁

霞
委
貝
連
合
会

「
人
権
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
係
(
〒
1
0
0千
代
田
区

霞
が
関
一
i

一
-
一
　
五
八
〇

i
四
一
一

ご

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

人
権
擁
護
委
員

六
月
一
ほ
は
、
人
権
擁
護
委
貝

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
足
立

区
に
は
区
長
か
ら
推
薦
さ
れ
て
、

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
下
表
の
人

権
擁
霞
委
員
が
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
広
報
課
相
談
係

人 権 擁 護 委 員

撮
っ
て
み
て

あ
な
た
も
緑
と
ふ
れ
あ
い
を
!

緑
を
大
切
に

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

作
品

募

集

中

今
年
も
次
の
要
領
で
「
自
然
と

緑
」の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品

を
耳
集
し
ま
す
。

応
募
規
定

▽
作
品
は
。
昭
和
五
十
八
年
十
月

か
ら
、
昭
和
五
十
九
年
八
月
ま

で
に
綴
影
し
た
自
作
、
禾
発
表

の
も
の

▽
脱
略
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
、2
　

L
(
キ
ャ
ビ
ネ
相
当
)
～
四
ツ
　

切
ふ
ち
な
し
、
台
紙
無
用

▽
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限
り
ま
す

▽
応
募
点
数
に
は
、
制
限
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
入
賞
は
一
人
一
貫

と
し
ま
す

▽
入
賞
作
品
は
返
郎
し
ま
せ
ん

▽
入
賞
作
品
の
ネ
ガ
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す

応
募
期
限
　
八
月
三
十
一
日

提
出
先
　
緑
政
係
、
ま
た
は
区
内

写
真
材
料
商
業
協
同
組
合
加
盟

カ
メ
ラ
店

問
合
せ
先
　
緑
政
係

都
会
の
緑
を
た
ず
ね
て

見
学
会
参
加
者
募
集
中

区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
に

。

い
練

」
の
人
切
さ
を
認
蔽
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
今
年
も
緑
化
見
学

会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
六
月
六
日
(
水
)

見
学
地
　
旧
古
河
庭
闘
、
井
の
頭

恩
賜
公
園

対
象
　
二
十
歳
以
上
の
区
民

募
集
人
員
　
九
十
名
(
応
募
多
数

の
時
は
抽
選
)

費
用
　

無
料
(
昼
食
は
用
意
し
ま

す
)

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
べ
緑

化
見
学
会
参
加
希
望
」
と
明
記

し
、
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
職

笑
、電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
五
月
十
五
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
緑
政
係

緑の見学

会

文
化
会
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

六
月
一
日
か
ら
文
化
会
館

の
申
込
方
法
が
次
の
と
お
り

変
更
に
な
り
ま
す
。

申
込
開
始
日
　
区
内
団
体
は

使
用
月
の
一
年
前
、K
外

団
体
碚
(
ヵ
月
前
の
、
各

月
一
日
午
前
九
時
か
ら

申
込
・
問
合
せ
先
　
又
化
会

艷
　
八
八
六
-
ぺ
八
六
〇

予
定
し
て
い
ま
す

人
谷
・
舎
人
地
区
の
住
居
表
示

区
で
は
、
私
た
ち
の
日
常

生
活
に
便
利
で
観
し
み
の
あ

る
町
に
か
茗
よ
う
住
居
表
示

を
進
め
て
い
ま
す
。

入
谷
・
舎
人
地
区
に
つ
い

て
は
昭
和
六
十
年
二
月
一
日

実
施
予
定
で
、
現
在
調
査
中

で
す
。
調
査
の
た
め
、
区
役

所
の
腕
章
を
つ
け
た
調
査
員

が
お
伺
い
し
た
際
に
は
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
住
居
表
示
係

控
除
額
の
引
上
げ
な
ど

地

方

税

法

の

改

正

《
個
人
住
民
税
の
改
正
》

今
回
の
改
正
は

、
各
種
の

控
除
額
の
引
き
上
げ
な
ど
が

主
な
も
の
で
改
正
点
は
次
の

と
お
り
で
す

。な
お
、カ
ッ
コ

内
は
改
正
前
の
金
額
で

す

。

□
基
礎
控
除
等
の
引
き
上
げ

▽
基
礎
控
除
・
;
二
十
六
万
円

(二
十
二
万
円
)

▽
配
偶
者
控
除
・・・
二
十
六
万

円
(
二
十
二
万
円
)

う
ち
、
老
人
控
除
対
象
配
偶

者
…
二
十
七
万
円
(
二
卜
三

万
円
)
、同
居
特
別
障
害
者
・
:

三
十
万
円
(

二
十
五
万
円
)

▽
扶
養
控
除
・・・
二
十
六
万
円
(

二
十
二
万
円
)

う
ち
、老
人
扶
養
観
族
:
二
十

七
万
円
(
二
十
三
万
円
)
、
同
居
老

観
等
…
三
十
一
万
円
(
二
十
六
万

円
)
、同
居
符
別
障
害
者
・
:
三
十
万

円
(
二
十
五
万
円
)

(注
)

右
の
改
正
後
の
金
額
に
は
。

昭
和
五
十
九
年
度
の
特
別
減
税
の

七
千
円
か
加
算
さ
れ
て
い
ま
す

。

□
障
害
者
控
除
等
の
引
き
上
げ

カ
ッ
コ
内
は
改
正
前
の
金
額
で

す
。

▽
障
害
者
控
除
・
:
二
十
四
万
円
(

二
十
一
万
円
)

▽
特
別
障
害
者
控
除
・・・
二
土
(
万

円
(
二
十
三
万
m
J

▽
老
年
者
控
除
…
二
十
四
万
円
(

二
十
一
万
円
)

▽
雰
婦
(
夫
)

控
除
・・・
二
十
四
万

円
(

二
十
一
万
円
)

▽
動
労
学
生
控
除
・・・
二
十
四
万
円
(

二
十
一
万
円
)

□
障
害
者
等
の
非
課
税
限
度
額
の

引
き
上
げ

障
害
者
、
禾
成
年
者
、
老
年
者

ま
た
は
寡
婦
に
つ
い
て
は
、
前
年

中
の
合
計
所
樽
の
金
額
が
百
万
円
(

改
正
前
は
前
年
中
の
所
得
金
額

が
八
十
万
円
)
以
下
の
場
乙
-は
、

住
民
税
が
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

□
均
等
割
の
非
課
税
限
度
額
の
引

き
上
げ

前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
。

(控
除
対
象
配
偶
者
十
扶
養
親
族

数
十
一
人
)

×
二
十
八
万
円
(

改

正
前
は
前
年
中
の
所
叫
二
や
瓦
万

円
)
以
下
の
場
台
は
、
均
等
割
か

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

□
所
得
割
の
非
課
税
限
度
額
の
引

き
上
げ

前
年
の
所
肘
金
額
が
、(控
除
対

象
配
偶
者
十
扶
養
親
族
数
十
一

人
)
×
二
九
万
円
(
改
正
前
は
二

七
万
円
)

十
九
万
円
(
控
除
対
象

配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
を
有
す

る
場
合
の
み
加
算
)
以
下
の
場
合

は
、所
得
割
が
課
税
さ
れ
ま
せ
ん

。

《
軽
自
動
車
税
の
改
正
》

軽
自
動
車
悦
は
、
税
率
が
次
の

よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
カ
ッ

コ
内
は
。
改
正
前
の
税
額
で
す
。

原
助
機
付
自
転
車

◎
総
排
気
一

が
○
・
○
五
リ
ッ
ト

ル
以
下
の
も
の
、
ポ
卮

は
定
格
出

力
が
○
こ
(
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の

も
の
…
年
額
千
円
(
七
百
円
)

◎
総
排
気
量
が
○
・
○
五
リ
ッ
ト

ル
を
こ
え
○
・
○
九
リ
ッ
ト
ル
以

下
の
も
の
、
ま
た
は
定
格
出
力
が

〇
・
六
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
こ
え
〇
・

ハ
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の
・
:年

額
千
二
百
円

♀

百
円
)

◎
総
排
気
量
が
○
・
○
九
リ
ッ
ト

ル
を
こ
え
る
も
の
、
ま
た
は
定
格

出
力
が
〇
・
ハ
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
こ

え
る
も
の
・・・
年
額
エ
(

百
円
(
千

四
百
五
十
円
)

軽
自
動
車

◎
二
輪
の
も
の
(
側
車
付
を
含
む
)

・
:年
額
二
千
四
百
円
(
二
千
二
百

円
)

◎
三
輪
の
も
の
:
一
年
額
三
千

百
円
(
二
千
八
百
五
十
円
)

◎
四

輪
以
上
の
も
の

▽
乗
用
、
営
業

用
・・一
年
額
五
千
五
百
円
(
五
千
二

百
円

▽
乗
用
、
自
家
用
・・
。年
額

七
千
二
百
円
(
六
千
五
百
円
)

▽

貨
物
、営
業
用
・
:年
額
三
千
円
(
二

千
九
百
円
)

▽
貨
物
。
自
家
m

…
四
千
円
(
三
千
六
百
五
十
円
)

小
型
特
殊
自
動
車

◎
農
耕
作
業
用
・
:
年
額
工
(

百
円

♀

四
百
五
十
円
)

◎
そ
の
他
…
年
額
四
千
七
百
円
(

四
千
三
百
円
)

二
輪
の
小
型
自
動
車

年
額
四
千
円
(

三
士
(
百
五
十

円
)

電
気
自
動
車

軽
減
税
豕
(

昭
和
五
十
一
年
か

ら
昭
和
五
卜
三
年
の
税
率
)

が
適

用
さ
れ
ま
す

。

問
合
せ
先
　

第
∵

第
二
課
税
係

公
表
し
ま
す

電
子
計
算
機
に
よ
る

事
務
処
理
状
況

近
年
、
電
子
計
算
機
は
、

私
遠
の
日
常
生
活
の
堝
で

、

例
・
5
ゆ
倥
融
機
関
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
や
、
駅
の

「
み

ど
り
の
窓
口

」
等
で

、
身
近

か
に
利
用
で
き
る
機
械
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す

。

区
役
所
で
も
、
仕
事
を
効

率
よ
く
処
理
し

、
区
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
電

子
計
算
機
を
利
用
し
て
い
ま

す

。
そ
の
際
、
区
が
巖
も
注

意
し
て
い
る
こ
と
は
、
X

民

の
皆
六
瓦

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

聚
t
(
切
に
守
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
昭
和
五
十
五
年
に
は

「
電
子
計
算
組
織
に
係
る
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
し
ま
し
た

。

こ
の
条
例
で
は
、区
が
・
`

子
計
算
機
に
記
録
し
て
い
る

個
人
愽
報
を
区
民
(
本
人
)

が
開
示
請
求
を
し
た
り
、
ま

ん
い
ち
誤
り
が
あ
れ
ば
訂

圧
や
削
除
の
申
し
出
が
で
き

る
よ
う
定
め
て
い
る
ほ
か
、

区
民
参
加
に
よ
る
「
個
人
情

報
保
護
審
議
会
」
煢

設
置

す
る
な
ど
万
全
の
措
置
を
講

じ
て
い
ま
す
。

左
表
は

、
区
が
電
子
計
算

樶
で
ど
ん
な
事
務
を
処
理
し

て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
個
人

哢
報
を
記
録
し
て
い
る
の
か

を
個
人
情
報
保
護
の
一
環
と

し
て
条
例
に
基
づ
き
公
表
す

る
も
の
で
す
。

問
合
せ
先
　

情
報
処
理
課
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よりよい
まち づくりの

ために
国
道
四
号
線
の
沿
道
の
方
ヘ

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

国
道
四
号
線
や
環
状
七
号
線
の

よ
う
な
幹
線
逎
路
で
は
自
勣
申
の

交
通
量
が
ふ
え
、さ
ら
に
車
両
の

大
型
化
に
伴
う
騒
音
・
振
勦
・
大

気
汚
染
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
沿

道
の
居
住
環
境
は
著
し
く
阻
害
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
沿
道
に
お
け
る
交
通

騒
音
に
対
処
し
、
貝
好
な
環
境
つ

く
り
に
役
立
て
る
た
め
に
「
幹
線

道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法

律
」
が
、
昭
和
五
十
五
年
十
月
か

ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
で
は
、
沿
道
環
境
対

策
に
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
が
可

能
な
土
地
の
買
い
入
れ
、
一
定
の

条
件
を
満
た
す
建
築
物
の
建
簗
費

の
一
部
負
袒
、
な
ら
び
に
住
宅
の

防
音
工
事
の
肋
成
な
ど
の
具
体
的

な
施
策
が
含
ま
れ
、
こ
れ
ら
の
運

用
に
よ
っ
て
沿
道
の
環
境
を
改
善

し
て
い
く
も
の
で
す

。

国
・
都
と
区
で
は
こ
の
制
度
を

も
と
に

、
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
沿
道
の
環
境
整
備
に
取
り
く
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

。

沿
道
の
整
備
を
し
よ
{
。と
す
る

路
線
に
つ
い
て
は
「
沿
道
整
備
道

路
」と
し
て
の
指
定
が
必
要
で
す
。

国
道
四
号
線
の
道
路
指
定
に
つ
い

て
は
六
月
末
を
予
定
し
て
い
ま

す
。こ

の
指
定
に
つ
い
て
、
東
京
都

と
建
設
省
で
は
、
国
道
四
号
線
沿

道
の
皆
さ
ん
に
、
制
度
を
説
明
し

ご
意
見
を
伺
う
た
め
に
、
次
の
通

り
地
元
説
明
会
を
閧
催
し
ま
す
の

で

。
お
近
く
の
会
場
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。
な
お
、
車
で
の
ご
来
塲

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

▽
五
月
九
日
(
水
)
午
後
七
時
・・・

第
四
中
学
校

▽
五
月
十
日
(
木
)

午
後
七
時
・
:

中
島
根
小
学
校

▽
五
月
十
一
日
(

金
)
午
後
七
時

…
渕
江
中
学
校

対
象
　
国
道
四
号
線
(
荒
川
左
岸

か
ら
埼
玉
県
境
ま
で
)

の
沿
道

約
三
十
メ
ー
ト
ル
以
内
に
お
住

ま
い
の
方

問
合
せ
先
　

建
設
省
東
亰
国
道
工

事
事
務
所
調
査
課
(

　
ニ

ー
四
-

七
三
六
一
)
、都
建
設
局
沿
道

整
備
対
策
室
(

　
ニ

ー
四
I

七

二
三
三
)

ま
た
は
都
市
整
備
課

市
街
化
予
想
図

配
布
の
お
知
ら
せ

区
に
は
、
良
好
な
市
街
地
形
成

を
図
る
た
め
に
都
市
計
画
決
定
さ

れ
た
「
土
地
区
画
整
理
事
業
を
施

行
す
ぺ
き
区
域
」(下
記
に
示
す
区

域
)
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
区
域
は
、

主
に
環
状
七
号
線
以
北
に
広
が
っ

て
お
り
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に

支
障
と
な
る
堅
牢
建
築
物
(

鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
や
鉄
骨
造
三
階

以
上
の
も
の
)

は
原
則
と
し
て
票

止
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し

、
全
面
的
に
規
制
す
る

と
、
公
共
的
に
必
要
な
建
築
物
ま

で
建
て
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ

こ
で

、
将
来
の
土
地
区
圃
整
理
事

業
を
予
想
し
た
「
市
街
化
予
想
図

」

を
俘
成
し

、
予
想
図
に
描
か
れ
て

い
る
逎
路
内
な
ど
に
建
築
」工

う

と
歹
る
堅
牢
建
築
物
を
規
制
し
て

い
ま
す
。

今
回
、
こ
の
市
街
化
予
想
図
を

見
直
し
、
こ
れ
を
も
と
に
本
年
五

月
十
五
日
か
ら
こ
の
区
域
の
市
衝

地
整
備
の
行
政
施
策
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
例
え
ぱ
。
土
地
区
画
整

理
事
業
の
促
進
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
閧
発
の
許
可

、
道
路
位
置
指

定
、
環
境
整
備
指
導
要
綱
に
よ
る

協
議
の
と
き
の
予
想
道
路
と
の
整

合
、
皆
さ
ん
が
建
て
る
堅
牢
建
築

物
の
規
制
等
に
つ
い
て
で
す

。

こ
の
内
容
は
、
次
の
出
張
所
お

よ
ぴ
衵
当
課
で
配
布
す
る
市
街
化

予
想
図
に
載
っ
て
い
ま
す

。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
頤
い
し

ま
す
。

配
布
場
所
　
第
十
三
・
十
四
・
十

五
・
十
六
・
十
七
・
東
栗
原
・

花
畑
・
神
明
・
佐
野
の
各
出
張
所

お
よ
ぴ
左
記
の
担
当
課

土
地
区
画
整
理
事
業
を
施
行
す
べ

き
区
域
を
含
む
町
丁
名

江
北
三
・
四
・
五
丁
目
、
谷
中

四
丁
目
、
佐
野
一
丁
目

、
辰
沼
二

丁
目

、
六
木
一
・
二
・
四
丁
目
、

神
明
二
・
三
丁
目
、
神
明
南

丁

二
丁
且
、
北
加
平
町
、
西
加
平
一

・
二
丁
目
、
六
町
了

二
・
三
・

四
丁
目
、
東
六
月
町
、
保
碾
町
、

平
野
丁

二
・
三
丁
目
、
南
花
畑

丁

三
・
五
丁
目
J
花
畑
了
二

・
六
・
七
・
八
丁
目
、
西
保
木
間

二
・
三
・
四
丁
目
、
竹
の
獗
七
丁

目
、西
新
井
四
丁
目
、西
伊
興
町

伊
興
町
本
町
、伊
興
町
前
沼
、皿

沼
三
丁
目
、
舎
人
丁

二
・
三
・

四
・
五
丁
目
、
古
千
谷
一
・
二
・

三
・
四
・
五
丁
目
、
東
伊
興
町
、

伊
興
町
狹
間
、
伊
興
町
五
庵
、
伊

興
町
白
幡
、
伊
興
町
谷
下

問
合
せ
先
　
都
市
整
假
課

お
忘
れ
な
く

特
殊
建
築
物
の
定
期
報
告

建
築
基
牽
法
で
は
特
殊
建
築
物

に
つ
い
て
、
建
物
の
所
有
者
、
管

理
者
は
建
物
の
安
全
確
保
を
す
る

つ
λで
疸
要
な
点
を
中
心
に
。
専

門
技
術
者
(
有
資
格
者
)
に
定
期

的
に
調
査
・
倹
査
さ
せ
、
そ
の
結

果
を
報
告
す
る
よ
う
定
め
て
い
ま

す
。
今
年
は
左
表
に
該
当
す
る
特

殊
建
築
物
が
対
象
で
す
。

な
お
、
報
告
舎
等
は
、
業
務
委

託
を
し
て
い
る
次
の
機
闃
を
経
由

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

調
査
・
検
査
を
依
頼
す
る
際
の
専

門
技
術
者
に
つ
い
て
も
、次
の
機

関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

委
託
機
関
財
団
法
人
「柬
京
　

建
築
防
災
セ
ン
タ
ー
」
(
港
区
赤

坂
一
―
九
上
一
山
崎
ビ
ル
内
　

五
八
四
!
二
七
一
)

く
わ
し
く
は
、建
築
指
導
課
へ

。

定期報告を要する特殊建築物
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ひ
ろ
ば

□
居
合
道
会
員
募
集
(
正
気
塾
)

練
習
日
時
　
肓
週
日
疆
日

午
後

五
時
一
八
時

場
所
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

費
用
　
月
額
三
千
円

問
合
せ
先
　
伊
藤

　
八
四
九
-

六
三
〇
〇

□
空
手
会
員
募
集

練
習
日
時
　
毎
週
水
・
土
曜
日
　

午
後
七
時
～
九
時

場
所
　

第
二
中
学
校
体
育
館

対
象
　
小
学
一
年
生
～
一
般
男
女

費
用

月
額
三
千
円

問
合
せ
先
　
征
空
館
足
立
支
部
　

田
中
和
好

　
八
七
〇
―
五
八

一
六
(
夜
閧
七
時
～
十
時
ま
で
)

□
中
国
語
を
学
び
ま
せ
ん
か

日
時
　
五
月
十
日
か
ら
三
ヵ
月
(

十
二
回
)

毎
週
木
曜
日

午

浚
六
時
三
十
分
～
八
時
三
十
分

場
所
　
弘
道
第
一
小
学
校

費
用
　
入
会
金
・
;
千
円

月
額
・・・

三
千
円
(
テ
キ
ス
ト
代
別
)

申
込
方
法
　
(

ガ
キ
で
印
し
込
み

の
こ
と

申
込
・
問
合
せ
先
　
宮
崎
和
夫

(
西
綾
瀬
ニ
ー
一
〇
-
二

大

塚
荘

　
八
八
六
-

七
四
二

七
)

□
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
発
表
会

日
時
　
五
月
二
十
日
(
日
)
午
後

二
時
～
四
時

会
場
　
文
化
会
館

主
催
　
ル
ン
ル
ン
会
(
足
立
区
婦

人
サ
ー
ク
ル
)

費
用
　

無
料

問
合
せ
先
　
発
生
川
・
l八
四
八
-

四
六
一
〇
(午
後
七
時
ま
で
)

□
第
十
回
足
立
こ
ど
も
ま
つ
り

日
時
　
五
月
二
十
日
(
日
)

午

前
九
時
四
十
五
分
I
午
後
三
時

三
十
分

※
雨
天
の
場
合
は
五
月
二
十
七
日

場
所
　
元
渕
江
公
園

内
容
　
▼
作
ろ
う
コ
ー
ナ
ー
(
木

エ
ー
ペ
ン
ダ
ン
ト
な
ど
)
▼
遊

ぼ
う
コ
ー
ナ
ー
(
遊
び
広
場
な

ど
)

費
用
　
二
百
円
(
材
料
費
)

問
合
せ
先
　
高
木

・
l八
八
一
-

六
二
八
Ξ

□
籐
工
芸
教
室

日
時
　
五
月
八
日
か
ら
毎
週
火
眤

日
午
前
九
時
三
十
分
～
正
午

場
所
　
東
和
セ
ン
タ
ー

定
員
　
二
十
名

費
用
　
千
E
百
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
染
谷

　
六

〇
六
―
八
五
四
〇

□
共
同
保
育
「
は
と
ぽ
っ
ぽ
」
会

員
募
集

太
暘
の
下
、
泥
ん
こ
に
な
っ
て

遊
び
な
が
ら
、
子
育
て
に
つ
い
て

地
域
の
皆
さ
ん
で
考
λ
て
み
ま
せ

ん
か
。

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
親

問
合
せ
先
　
追
分

　
八
五
八
―

四
九
五
六

□
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
サ
ー
ク
ル
部
員

募
集

練
習
日
時
　
毎
週
月
曜
日

午
後

七
時
～
九
時

練
習
場
所
　
大
谷
田
小
学
校

対
象
　
高
校
生
以
上
二
十
五
歳
以

下
の
男
攵

申
込
・
問
合
せ
先
　
秋
本
霓
(
　

○
瓦
-
三
五
六
二

□
第
四
回
木
陽
会
油
絵
展

日
時
　
五
月
九
日
～
十
四
日
午

前
十
時
～
午
憊
(
時

場
所
　

西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
(

二

チ
イ
四
階
)

※
木
陽
会
は
、
足
立
区
絵
画
教
室

の
卒
業
生
で
作
つ
た
サ
ー
ク
ル
で

す
。

費
用
　
無
料

問
合
せ
先
　
池
田

　
八
八
三
-

六
二
六
二

□
川
崎
病
の
子
供
を
持
つ
親
の
会

川
畸
病
の
子
供
を
持
つ
方
、
闃

心
の
あ
る
方
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
中
野

　
八
四
九
-

四
八
六
三

ひ
ろ
ば
の
カ
ッ
ト
募
集
中
/
・

応
募
先

広
報
課
(
〒
1
2
0
そ
庄

-
四
―
j
へ
)

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
8
)

米
騒
勣
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
同
和
問
題
は
砠
大
な
杜
会

問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
さ
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
運
勣
の
巾
で
、

同
和
地
区
の
人
び
と
は
、
自
ら

の
力
で
解
放
を
か
ち
と
ら
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
自
覚
を

も
ち
、
圃
結
の
勾
を
知
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。

瘢
騒
勣
は
。
多
く
の
ぎ
せ
い

矜
を
だ
し
ま
し
た
が
、
民
衆
の

燃
え
あ
が
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

大
正
の
社
会
遜
勣
を
大
き
く
発

展
さ
せ
る
力
と
な
り
ま
し
た
。

労
働
運
動
や
農
民
連
動
と
と

も
に
、部
落
解
放
の
運
動
も
融

和
運
動
や
改
西
浬
動
を
こ
え
て

発
展
し
て
い
く
の
で
す
。

米
騒
勣
の
あ
と
、大
正
八
年
　

二
九
一
九
年
)
に
、国
に
譱

別
を
な
く
す
た
め
の
諸
願
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
同
和
地
区
の

人
を
官
公
吏
に
採
胴
す
る
こ

と

、
官
公
之
U
‥や
身
工
凋
葭
な

ど
に
ぶ
別
田
諧
を
川
い
な
い
こ

と
、
軍
曝
内
や
教
肖
に
よ
別
待

遇
を
な
く
す
こ
と
、
部
落
改
善

団
体
を
組
織
す
る
こ
と
、
部
落

改
再
費
を
支
出
す
る
こ
と
な
ど

で
し
た
。

政
府
は
大
正
九
年
二
九
二

〇
年
)
か
ら
人
正
し
t
年
に
、地

方
改
羨
背
と
し
て
叨
め
て
国
冢

丿
算
を
計
上
す
る
と
と
も
に
。

内
務
省
に
哇
ふ
。尓

業
行
政
と
吻

働
什
政
を
所
管
さ
せ
る
な
ど
、

賤
嵎
の
拡
充
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て

、
同
和
行

政
が
は
じ
め
て
国
冢
行
政
の
一

部
門
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

し
か
し

、
そ
の
し
政
措
雌
は

予
算
額
と
事
業
内
容
か
ら
い
っ

て
も
、微
々
た
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
行
政
姿
勢
も
同
倩
的
、
融

和
的
な
も
の
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
国
の
姿
勢
に
あ

き
た
り
な
い
同
和
地
区
の
人
ぴ

と
は
、
自
身
の
力
に
よ
る
解
放

運
動
を
お
こ
そ
う
と
す
る
気
運

を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
本
格
的
な
解
放
迎
勣

と
も
い
え
る
、
全
国
水
平
社
創

立
へ
と
運
動
は
展
閧
し
て
い
き

ま
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合

せ
は
、
区
役
所
同
和
対
策
恨
E

へ

。

保 健

衛 生

胃
の
検
診
・

子
宮
が
ん
検
診

対
象
　
▼
胃
の
検
診
・
:満
三

十
五
歳
以
上
の
区
民

▼

子
宮
が
ん
検
診
・・・
満
三
十

歳
以
L
の
区
民
(
た
だ
し
、

い
ず
れ
も
過
去
一
年
以
内

に
検
診
を
受
け
て
い
な
い

方
)

検
診
日
程
　
左
表
の
と
お
り

費
用

胃
の
検
診
・
子
宮
が
ん
検

診
と
も
六
百
円
(

た
だ
し
、
生

活
保
護
世
帯
の
方
は
生
保
の
し

お
り
を
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
は
住
民
税
非
課
税
証
明
害

を
当
日
持
参
す
れ
ぱ
免
除
さ
れ

ま
す
)

検
診
の
で
き
な
い
方
▼
胃
の
検

診
・・・
胃
の
手
術
を
し
た
方
や
胄

の
訶
気
で
治
療
中
の
方
、
妊
娠

し
て
い
る
方
、
ま
た
は
妊
娠
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
方

▼
子

宮
が
ん
検
診
・・
生
理
中
の
方
、

婦
人
科
医
で
治
療
中
の
方

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
希
望

検
診
名
、
倹
診
日
、
検
診
場
所

、

住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)

、

性
別
、
生
年
月
日

、
年
齢
、
電

話
番
号
、
足
立
保
健
所
で
子
宮
　

が
ん
検
診
を
受
診
し
た
こ
と
の

あ
る
方
は
、
受
診
日

、
番
号
を

記
入
の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
(

一
人
一
枚
限
り
)

申
込
期
限
　
い
ず
れ
も
五
月
八
曰
(

当
日
消
印
有
効
)

(
ご
注
意
)
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
な
お
子

g
が
ん
検
診
に
限
り
抽
選
に
も

れ
た
方
は
、
区
内
の
産
婦
人
科

医
で
検
診
(

費
用
は
同
じ
)
し

て
い
た
だ
ぐ
こ
と
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

。
ま
た
、
東
亰
都

が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
で
検
診
希

望
の
方
、
お
よ
び
子
宮
が
ん
検

診
の
産
婦
人
科
医
で
受
診
さ
れ

る
方
は
、
受
診
票
交
付
の
た
め

所
管
の
保
健
所
や
保
健
相
談
所

に
、
後
日
お
い
で
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す

。

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
　
　

(
〒
Ⅲ
伊
興
町
前
沼
一
一
五
七
　

上
(
　
八
五
五
-
四
一
五

一
)

幼
児
食
講
習
会

日
時
　
五
月
十
日
(
木
)
午
後
一

時
三
十
分
恚
二
時

場
所
　
中
央
本
町
保
健
相
談
所

対
象
　
一
～
二
歳
児
と
保
護
者

費
用
　
無
料

内
容
　
幼
児
食
・
間
食
の
工
夫
な

ど
好
ま
し
い
食
生
活
の
実
際
、

調
理
実
演
と
試
食

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
中
央
本
町
保

健
相
談
所

　
八
八
〇
―
一
一

六
五

成

人

病

検

診

脳
卒
中
や
糖
尿
病
、
心
臓
病
な

ど
の
成
人
病
の
予
防
、
治
案
に
は

定
期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
が

必
甓
で
す
。

日
時
・
場
所
　
▽
毎
週
水
曜

日
、午
前
九
時
～
十
時
・
・
・
　

足
立
保
健
所

▽
毎
週
金

曜
曰

、
午
前
九
時
～
十
時
:

半

住
保
健
所

対
象
　
三
十
歳
以
上
の
区
民

検
査
項
目
　
心
電
図
、眼
底
、

尿
、
血
液
な
ど
二
十
三
項

目
(

胄
、
子
宮
が
ん
検
診

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
)

費
用
　
五
千
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保

健
所
(

　
八
五
五
-
四
一

五
一
)
、
千
住
保
健
所
(
　

八
八
八
―
四
二
七
七
)

四
十
歳
代
女
性
の
た
め
の

保
健

栄
養

教
室

日
時
　
五
月
土
(
日
・
二
十

三
日
・
三
十
日

、
午
後
一

時
三
十
分
上
二
時
三
十
分
(

貧
血
検
査
希
望
者
は
午

後
一
時
か
ら
)

場
所
　

足
立
保
健
所
栄
餐
室

内
容
　
▽
一
日
目
・
:若
さ
を

保
つ
栄
養
学

▽
二
日
目

・・・
う
す
味
と
パ
ラ
ン
ス
食

▽
三
日
目
・・・
楽
し
く
体
を

勣
か
そ
う
(
一
日
目
は
、

血
圧
測
定
、
貧
血
検
査
、

み
そ
汁
の
塩
分
渙
度
測
定

も
行
い
ま
す
)

費
用
　
無
料
(
貧
血
検
査
希

望
者
は
二
百
四
十
円
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保

健
所

　
八
五
五
―
四
一

五
一

検 診 日 程 表

都
営
住
宅
(
あ
き
家
・
新
築
)

入
居
登
録
者
募
集

臾
亰
都
で
は
。
あ
き
冢
・

新
築
の
都
営
住
宅
入
居
登
録

者
の
駻
集
を
し
ま
す
。

な
お

、
今
回
の
辱
集
か
ら

紿
与
所
鮭
者
の
収
入
腿
凖
が

変
わ
り
ま
し
た
。
く
わ
し
く

は
。「
申
し
込
み
の
し
お
り

」

を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

募
集
区
分

▽
あ
き
亨
:
第
一
種
・
第

二
種
(
共
に
一
般
・
小

世
帯
向
)

▽
新
築
・・・
第
一
楝
・
第
二

種

用
紙
交
付
・
申
込
受
付
期
間

五
月
七
日
I
t
四
日
(
た

だ
し
、
土
眤
日
の
午
唆
と

休
日
は
除
く
)

用
紙
交
付
場
所
　
区
民
生
活

係
、第
二
庁
舎
、各
出
張
所

※
申
し
込
み
区
分
を
間
違
え

た
り
、
徼
複
申
し
込
み
を
す

る
と
失
格
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
区
民
生
活
係
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催しもの・ 募集

ヤ
ン
グ
ミ
セ
ス
の

料
理
教
室

日
時
　
五
月
二
十
三
日
一
七
月
二

十
五
日
の
毎
週
水
曜
日
(
全
十
　

回
)

午
前
十
時
～
正
午

場
所
　
青
年
館

対
象
　
区
内
在
住
の
女
性

定
員
　
四
十
名

費
用
　
一
回
二
百
円
(
材
料
費
は

実
費
)

申
込
方
法
　
往
復
「ガ
キ
に
住
所

氏
名
、年
齡
、性
別
、電
話
番
　

号
、敵
室
名
蠹
¥
介
そ
申
」込

ん
で
く
だ
さ
い
(
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

申
込
期
限
　
五
月
十
二
日
(
当
日

消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
年
館
(
〒
1
2
3

西
釿
井
一
一
四
-
一
七

　

八
九
〇
―
○
○
六
一
)

生

活

教

室

□
東
部
セ
ン
タ
ー

日
時
　
五
月
十
五
日
(
火
)
午
唆

一
時
三
十
分一
三
時
三
十
分

内
容
　
電
気
に
強
く
な
ろ
う
(
電

気
の
安
全
な
使
い
方
、
簡
単
な

修
理
の
し
か
た
な
ど
)

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
の
婦
人

定
員

四
十
名
(
先
善
順
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
・
`
話
次
た
は
窓
囗

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
郡
セ
ン
タ

ー

　
六
〇
五
L
七
一
〇
一

□
花
畑
セ
ン
タ
ー

日
時
　
五
月
十
二
日
(
土
)
午
後

一
時
三
十
分
～
三
時

内
容
　
台
所
の
斯
生
(
梅
雨
ど
き

の
食
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て
)
講
師
　

浚
藤
均
(
千
庄
保
健
所
)

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
婦
人

定
員
　
三
十
名
(
先
肴
順
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
電
話
袤
た
は
窓
囗

申
込
・
問
合
せ
先
　
花
畑
セ
ン
タ

ー

　
八
五
〇
上
一
六
一
七

花
畑
セ
ン
タ
ー

手
芸
教
室

日
時
　
五
月
二
十
二
日
(
火
)
午

唆
一
時
～
四
時
三
十
分

場
所
　
花
畑
セ
ン
タ
ー

内
容
　
手
編
み
サ
マ
ー
チ
ョ
ッ
キ
(

簡
単
に
で
き
る
女
性
着
)

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
の
婦
人

定
員

三
十
名
(
先
善
順
)

費
用
　
二
千
八
百
円
(
材
料
費
は
　

当
日
持
鬯

申
込
方
法
　
一
`
話
袤
た
は
窓
囗

申
込
・
問
合
せ
先
　
花
畑
セ
ン
タ

ー
　

八
五
〇
i
二
六
一
七

勤
労
福
祉
会
館

□
囲
碁
(

初
級
)
教
室

日
時
　
五
月
十
一
日
～
九
月
二
十

八
日
の
毎
週
金
曜
日
(
二
十
回
)

午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
三
十

分
対
象
　

一
般
助
労
者

定
員
　
三
十
名
(
先
番
順
)

費
用
　

一
回
二
百
円
(
五
回
分
ま

と
め
て
納
め
て
く
だ
さ
い
)

□
生
花
(
松
葉
流
古
流
)
教
室

日
時
　
五
凡
十
二
日
一
九
月
二
十

九
日
の
毎
週
土
曜
日

午
後
六

時
三
十
分
～
八
時
三
十
分

対
象
　

一
般
動
労
者

定
員
　

三
十
名
(
先
咎
順
)

費
用
　
一
回
三
百
円
(
五
回
分
ま

と
め
て
納
め
て
く
だ
さ
い
)

教
材
費
　
各
回
約
七
百
円

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
窓
口

申
込
期
限
　
五
月
十
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
勤
労
福
祉
会

館

　
八
四
〇
上
一
五
二
五

編
物
(
手
編
)

技
能
講
習
会

日
時
　
E
月
十
八
日
⊥
(
月
八
日

の
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

午

後
一
時
～
四
時

場
所
　
内
職
補
導
所

対
象
　
祠
物
の
経
験
の
あ
る
方

定
員
　
三
十
五
名

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
五
月
十
四
日
(
月
)
　

午
前
九
時
か
ら
、住
所
の
厦
認

で
き
る
も
の
を
持
参
し
、本
人

が
来
所
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　
内
職
補
導
所

八
八
八
-
七
三
四
六

新
生

活

運
動

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

こ
れ
か
ら
地
域
で
積
極
的
に
新

生
活
邏
勳
の
恬
勣
を
し
て
い
こ
う

と
い
う
方
の
た
め
に
、
リ
ー
ダ
ー

養
虞
講
座
を
閲
瘴
豪
す
。

期
間
　
六
月
上
(
十
年
三
月
(
月

一
回
の
予
定
)

対
象
　
区
内
在
住
の
方

定
員
　
若
千
名

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
窓
囗

申
込
・
問
合
せ
先
　
地
域
振
興
課

頑
張
れ
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン

新

社

会

人

激
励
の

集
い

こ
の
舂
中
学
校
を
卒
業
し
、
区

内
の
会
社
や
商
店
に
就
職
し
た
新

杠
会
人
を
対
象
に
、
激
励
す
る
集

い
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
六
月
二
日
(
土
)
午
前
十

時
I
正
午
(
閧
場
九
時
)

場
所
　
産
業
振
興
館
公
会
堂

内
容
　
激
励
の
こ
と
ぱ
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
ほ
か

※
当
日
穆
加
者
に
記
念
品
あ
り

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
窓
口

申
込
期
限

五
月
二
十
五
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
勣
労
福
祉
係

少

年

剣

道
大

会

日
時
　
六
月
十
日
(

日
)
受
付
時

間
・・・
午
前
八
時
一

八
時
三
十
分

閧
会
式
・
:
午
前
九
時

場
所
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格
　
区
内
在
住
・
在
学
の

小
・
中
学
生
男
女

試
合
内
容
　
各
学
年
別
個
人
戟
と

し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

※
小
学
一
年
土

二
年
生
は
予
選
の

み
で
す
。
賞
品
多
数
。

持
参
す
る
物
　
防
具
等

申
込
方
法
　
往
厦
ハ
ガ
キ
に
住
所

氏
名
、
性
別
、
身
長
、
学
校
名
、

学
年
、
所
臈
団
体
名
、
剣
逎
『

段
位
(
中
学
生
の
み
)
澂
叨
記

の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
間
　
五
月
七
日
～
十
八
日
　
　

(
必
善
)

《
ご
注
意
》
区
内
の
剣
友
会
、道

場
等
に
所
瓢
す
る
方
は
、
そ
の

団
体
で
一
括
し
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
課

区
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室

期
間
・
場
所
・
種
目
・
定
員
　
左

表
の
と
お
り

時
間
　
午
後
六
時
三
十
分
～
八
時

三
十
分

対
象
　
朷
心
者
・
中
級
者

参
加
資
格
　
区
内
在
住
・
在
助
の

土
(
歳
以
上
の
方
(
た
だ
し
、

高
校
生
は
除
く
)

費
用
　

無
料

申
込
方
法
　
往
厦
(
ガ
キ
に
住
所

氏
名
、年
齡
、電
話
番
气
勣
　

務
先
、希
望
す
る
会
場
、種
目

を
明
記
の
・
?
凡
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

※
各
会
場
と
も
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

申
込
期
限
　

五
月
卜
二
日
(
当
日

消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
課
(

〒

圀
千
住
一
-
四
-
一
八
)

公 社 スポーツセンター事業案内　859- 8211(代)

※ I ヽ3、5、10、の敦室参加者l j 、事兩に。9、靆康チェックを萱けて下さい。

※ 各教宅の受粛丹は才リエンテーションの時に納めていただきます、

※ 10の 申込l j 、往復ハガキに住所・氏名・年釶・電話薹号を記入のうえ総合スポーツセンターまで。

(〒121 東曄木同2- 2- 17) - - 一人一通の み・両 コースに申込は不可。

お
子
さ
ん
の
こ
と
で

お
悩
み
の
方
ヘ

教
育
上
の
相
談
を
電
話
ま

た
は
面
接
に
よ
り
受
付
ま
す
。

□
電
話
に
よ
る
相
談

日
時
　
毎
週
火
暖
日
I

金
窿

日

、
午
前
十
時
I

午
後
四

時
八
八
四
丿
七
八
六
七

□
面
接
に
よ
る
相
談

日
時
　
毎
週
月
曜
日
I
土
曜

日

午
喘
九
時
I
午
唆
五

時
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は

正
午
ま
で
)

場
所
　
教
育
セ
ン
タ
ー
教
弯

相
談
室
・
`
八
五
九
―
九

五
三
一

◎
東
部
分
室

日
時
　
毎
週
月
曜
日
～
金
眤

日
午
前
九
時
～
午
後
四

時
場
所
　
北
三
谷
小
学
校
内
　

(
二
O
r
五
九
〇
〇

夏
休
み
に
ど
う
ぞ

湯
河
原
・
伊
豆
高
原

「
あ
だ
ち
荘
」

七
月
利
用
の
柚
選
申
込
受
付
・・・

五
月
十
五
日
ま
で
(

往
復
(
ガ
キ

に
よ
る
)
A

ご
注
意
V
夏
休
み
期

閧
は
、
十
五
名
以
上
の
団
体
申
込

み
は
で
さ
ま
せ
へ

ま
た
、
伊
豆

高
原
あ
だ
ち
荘
は
、
七
月
二
日
～

十
五
日

こ
一
十
四
日
・
二
十
五
日

は
臨
時
休
館
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
▼
颶
河
原
・
:

区
民
生
活
係
▼
伊
豆
高
原
・・・
国

民
健
康
保
険
課
庶
務
課

掲
示
板

求
人
受
付
窓
口

が
西
新

井

へ

足
立
公
共
職
業
安
定
所
で

は
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
で
、

ペ
ー
ト
タ
イ
ム
の
出
張
相
鮫

を
行
つ
て
い
ま
す
が
、
今
回

こ
れ
に
加
え
、
一
般
及
ぴ
パ

ー
ト
タ
イ
ム
の
求
人
申
込
み

の
受
付
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
毎
週
金
窿
日
午
後
一
時

一
四
時

場
所
　
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
　
足
立
公
共
職
業
安
定

所

　
八
ぺ
ニ
ー
匸
一八
七
　

募
集
し
ま
す

青
年
海
外
協
力
隊
員

派
遣
職
種
　
農
林
・
水
産
部
門
か

ら
、ス
ポ
ー
ツ
留
門
ま
で
の
約

百
践
種

資
格
　
禹
二
十
歳
土
二十
五
湫
ま

で
の
日
本
人
青
年
男
女

応
募
万
法
五
月
三
十
日
ま
で

に
、願
霄
を
鳧
出
し
て
く
だ
さ
　

い
(
末
日
灣
印
可
)

提
出
先
　
青
年
溽
外
協
力
隊
(
〒
1
5
0

渋
谷
区
広
尾
四
-
ニ
ー
ニ
四

四
〇
〇
-
七
二
六
一
)

五
月
は
自
動
車
税
の

納
期
で
す

自
勣
車
悦
の
吶
税
通
知
番
は
、

五
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
に
届
き
ま

す
。
お
近
く
の
金
融
磯
関
、
ま
た

は
都
税
事
務
所
で
五
月
三
十
一
日

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
五
月
は
、
特
別
土
地
保
有

税
(
保
有
分
)
の
申
告
納
付
月
で

す
。

問
合
せ
先
　
都
悦
亊
秘
所

　
八

八
二
上
ニ

ー一

く
ら
し
と
電
気
展

日
時
　
五
月
八
日
～
九
日
午
前
十

時
～
午
唆
四
時

場
所
　
浬
業
振
興
館
一
階
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
　
東
京
電
力
千
住
支
杠
　
`

一
ハ
ハ
ー〒
九
一
一
一

消費生活
情 報
消費者センター

「
生
め
ん
類
」
を
試
買
テ
ス
ト

他
区
消
費
者
セ
ン
タ
ー
と
合
同

ゆ
で
め
ん
や
生
う
ど
ん
な
と

の
「
生
め
ん
類
」
は
。
わ
た
し

た
ち
の
食
生
活
に
、
広
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
生
め
ん
頸
を
、
皈

椣
、
大
田
、
杉
並
、
世
田
谷
、中

野
、目
黒
区
の
各
消
眥
者
セ
ン

タ
ー
と
合
同
で
試
貿
テ
ス
ト
を

実
施
卜
¥
C

た
。

□
表
示
は

包
装
さ
れ
た
生
め
ん
頸
は
、

食
品
衛
生
法
な
ど
の
法
律
・
条

例
で
、
楴
々
の
表
示
項
目
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
テ

ス
ト
で
は
、
保
俘
方
法
と
使
用

上
の
注
意
の
項
目
に
、
一
部
不

備
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、

品
名
・
製
造
者
名
・
裂
造
年
月

日
・
原
材
料
・
添
加
物
・
内
容

量
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
表

示
し
て
あ
り
、
全
体
と
し
て
規

定
表
示
は
艮
好
で
し
た

。

保
存
(
賁
味
)
期
閧
の
表
示

は
、
包
装
品
の
七
七
%
に
つ
い

て
い
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
期
間

が
一
週
閧
以
上
の
も
の
に
は
、

制
菌
料
と
し
て
の
ア
ル
コ
ー
ル

使
用
や
密
封
等
、
保
俘
の
エ
夫

が
さ
れ
て
い
ま
し
た

。

□
品
質
は

各
成
分
の
テ
ス
ト
結
果
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。

塩
分
は
め
ん
の
こ
し
を
強
く

す
る
と
一
g
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

生
う
ど
ん
で
は
特
に
含
有
率
に

パ
ラ
ツ
キ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
ピ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
(
P
G
)

は
、
保
酲
・
日
持
ち

の
効
果
が
あ
り
「
品
質
保
持
剤
」

と
し
て
二
%
以
下
の
添
加
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す

。
今
回
P
G

が
検
出
さ
れ
た
卜
点
に
つ
い
て

は

、
い
ず
れ
も
基
凖
値
以
下
で

し
た
。

一
般
細
菌
を
見
る
と
、
衛
生

的
な
取
り
扱
い
が
望
ま
れ
る
も

の
が
五
点
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
P
G

も
、

制
菌
料
と
し
て
の
ア
ル
コ
ー
ル

も
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

。

・
P
G

の
使
用
は
涙
少
し
た
け

れ
どP

G
の
使
用
に
つ
い
て
は

、

品
餌
改
艮
剤
と
し
て
、
有
機
ア

ル
コ
ー
ル
等
を
使
用
し
た
り
、

保
存
の
工
夫
に
よ
り
、
減
少
し

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
保
俘
(

賞
味
)

期

間
を
過
ぎ
た
商
品
が
店
頭
に
並

ぷ
な
ど
'
m

加
物
の
使
用
を
含

め
、
生
め
ん
類
の
保
存
対
策
に

は
、
ま
だ
ま
だ
難
し
い
面
も
あ

る
よ
う
で
す
。

□
調
理
は
お
早
め
に

い
ず
れ
に
せ
よ
。
食
品
は
わ

た
し
た
ち
の
健
康
維
持
の
た
め

安
全
で
有
益
な
も
の
で
な
け
れ

ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
保
存
(
賞
味
)

期
閧
を
延
ば
す
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
添
加
物
を
使
用
し
た
も
の

や
。
特
殊
な
包
装
を
し
た
も
の

は
懊
靈
に
し
た
い
も
の
で
す
。

生
め
ん
頬
は
製
造
日
の
新
し

い
も
の
を
選
び
、
早
め
に
召
し

あ
が
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
合
せ
先
　
灣
費
者
セ
ン
タ
ー
　

一
]
八
七
〇
t
一
三
九
一

テスト結果<検出平均値>

O. M　240, 000


